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長妻家のりんごの樹
高野のりんご栽培は､ 大正12年､ 島根県の桜井氏

が和南原地区の篠原山開拓にりんごを含む数種類の

果樹を植栽したのが始まりだと伝えられています｡

昭和10年､ 下門田只野原開墾地に庄原実業高校下

高野山分農場が置かれ､ 果樹 (りんご・桃・梨・栗)

を植栽しました｡ その時のりんごがこの ｢長妻家の

りんごの樹｣ です｡ 現在の特産の ｢高野りんご｣ を

築き上げた草分けの樹でもあり､ 大切に育てられ市

の天然記念物に指定されています｡ 品種は ｢つがる｣

と ｢むつ｣ で､ 72年経った現在でも老木にたわわに

実をつけます｡

豪雪や晩霜・台風の被害を受け､ 幾多の苦難の時

代を経ながらも､ 栽培農家のたゆまぬ研究と努力に

より､ 現在のりんご産地が形成され､ 農家の直売所

では多くの人で賑わいます｡ 落合祐一 (高野町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡ �

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市情報推進課広報統計係�0824-73-1159
メール info-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp


